
５５０１ 

対話型遺伝的アルゴリズムによる時間割作成の検討 
A study on timetable planning using an interactive genetic algorithm 

 
 

CS04 磯 六太郎 
指導教員 内田 健  

 
1. はじめに 
 本校の時間割作成における煩雑な作業を軽減する

ことを目的に遺伝的アルゴリズムを用いた時間割作

成手法を提案している[1]．さらに，各学科の時間割

作成者の意思を時間割の解候補に反映させるための

仕組みを検討している． 

そこで本稿では，時間割作成者の意図を解候補に

反映させる準備として対話型遺伝的アルゴリズム

(IGA)を用いて従来法を拡張するための新たな手順

を検討する． 

2. 時間割作成問題 

 図 1 に本稿であつかう時間割作成問題の概念図を

示す．また，表1に本校での時間割作成の諸条件を

示す．時間割作成では，あらかじめ科目に対し担当

教員と使用教室が割り当てられている．この科目セ

ットを教員，部屋の重複が無いように時間枠へ配当

する．このとき，評価項目の違反によるペナルティ

を少なくするように最適化を施す． 

3. 対話型遺伝的アルゴリズムによる拡張 

提案手法では，実験実習科目の連続を確保するた

めに一部の実験実習科目を固定するなど，時間割作

成者の評価を適宜取り入れる．図2に提案手法の手

順を示す．手順1,3,5,6 は従来法と同様とし，新た

に手順2,4を追加する．手順2では，エリート個体

に対し作成者が連続しつつある実験実習科目の一部

分を固定することができる．手順4では作成者が良

いと思うクラスを他の解候補に移植し，広めること

ができる. 

4. 数値実験 

交叉手法を選定する指針を得るために，交叉によ

り発生する制約違反の量を数値実験で確かめる．図

3 に交叉による制約違反の発生量を示す．縦軸に制

約違反数の発生量をとり，横軸に交叉を行う世代数

をとる．移植対象は評価項目が2位，50位，100位

の個体を対象とした．この結果から，交叉の実施間

隔が短く，交叉対象の評価関数値が下位の場合，制

約違反数が増えることが分かる．したがって，制約

違反の個体が多くなる場合，その発生を抑える循環

交叉などの方法を適用する必要がある． 

5．おわりに 

本稿では，時間割作成者の意図を解に反映するた

めに，時間割作成問題に IGA を適用した新たな手法

を検討した．今後の課題としては，複数の時間割作

成者が同一の解候補の集合を共有し，時間割作成に

おける合意構成を補助できるような IGA の適用を

検討していく． 
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図 1. 時間割作成問題  
表 1．時間割作成における諸条件 

クラス数 20

科目数 293

教員数 97

教室数 64  

1．初期集団生成
教員の重複などの致死遺伝子が出ないように
科目セットを配当する．

2．科目の固定
エリート個体として提示された時間割で製作者が残し
たいと思う部分について固定科目とする．

3．突然変異
親個体をコピーし，これを子個体とする．子個体に対
して致死遺伝子にならないように科目を入れ替える．

4．交叉
エリート個体の1クラスを指定し,他個体に移植する.

5．評価
各評価項目を確認する方式．実験実習が連続していな
い，その他の科目が連続していない，空き時間がある，
とそれぞれ減点される．

6．選択
親と子の全個体からルーレット選択法で次世代に残す
個体を決める．これを次世代の母集団とする．この集
団で する．一番評価の良い個体をエリートと

従
来
法
に
加
え
た
処
理

 
図 2. 提案手法の手順 
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図 3. 違反発生量  
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